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1.はじ めに

の始まちは、古くは 100万年前とされ、氷河時代の始まりがそれに当たると考えられてきた O

その後、氷河時代の始まりは海水温の変化から見て、もっと新しく数日万年前とされる意見が出され

たことや、アフリカにおける人類の出現が 180万年前と明らかにされたことなどから、

紀の始まりはほぼ 200万年前とされるようになった O

、暗乳動物化石を研究する人達はヨーロッパに Etephasゾウ、 Eqωsウマ、 Bosウシが出現

する時代から第四紀にすべきだと主張してきた。 1948年のロンドンにおける万国地震学会議で鮮新世

洪積散の境界問題が討議され、第四系の基底は、海成層であるイタリアのカラブリア層の基底をこ

れにあてるとする勧告が出された O この背景には、カラブリアj曹というのは、イタリアの第三紀以来初

めて水温が低下する層準であるということや、この地層が Etepんω ゾウや Eqωsウ?の化石を産する

陸成のヴィラフランカ j曹と同時代と考えられるということなどがあった O

その後、深瀞!鼠のコアの研究や浮遊性有孔虫による水溢変化@進化にi鶏する研究が進むにつれて、

BANNERとおLOW(1965)はカラプリア患の模式地で北方種を含む層準のすぐj二で、浮遊性有孔虫

のGtoboγo t αti αt  γu，ncαtμ inoicles がその祖先型である Gtobo γo t αt i α tos αensLs から分

かれて、始めて出現することを明らかにした G

一方、話ERGGRENら(1967)の

cαωμ 九oicles の出現は、

コアの吉地磁気学的研究によれば Gtoboγotμ 刊行仰

のOlduvai eventの中に見られるという O

このようにして、 Gtoborotαti αt  γu，ncαtu，tinoiclesは と第四紀の境界を決める な指

の lっと考えられるようになってきた O

ところで、日本の第三系から第四系にかけて連続して発達する海成躍の代表的なものとしては房総半

と掛川地方があげられるが、掛川地方の新第三系は国際的対比という点でも注日されるようになに

しい徴古生物学的研究が始められるようになった O

2.8本におけるこれまでの第三紀と第四紀の境界

には、鮮新世の海成層として上総層群が分布しているが、この地層は下位から

田麗、大田代層、梅ケ瀬震、国本層のJI展に重なっている O このうち、梅が瀬患の中部に U6 としづ凝灰

があって、この付近で温暖型の浮遊性有孔虫群から急に冷水温型の有孔虫群に変わるので、 ASANO

(1962)は、この層準を鮮新世 の境界にあたると考えた O しかし、最近になって、ここでは

Gtoborot αt i α trおMαωtinoiclesが、これよりもはるか下位の層準から産出することが明らかに

なったといわれる O

大阪地域では、鮮新世から洪積世にまたがる地麗として大阪磨群が知られている O この地震は多くの

海成粘土層をはさむ陸成ないし汽水性の堆積物で多量の植物化石を含んでいる O そして、鮮新世に栄え

たメタセコイア植物群が大阪層群下部で急に消滅するようになり、 Pinu，s ko γα iensis (チョウセン
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ゴヨウマツ〉など寒冷な気候を示す植物が産出するようになってくる O 市涼 (1973)はこのメタセコイ

アの消滅期の始まりが第四紀の始まりだと考えている O

指Jfl地方では、海成の上部新第三系が広く分布し、下位から棋に相良層群、掛)11層群、曽我層群に

分される O これからは、貝化石が多産し、掛)11動物群などとして知られているが、掛Jfl貝化石群の組成

をしらべると、約 50%が現生種でさらに絶滅種のうち半数は現生種にきわめて形態の似た祖先型から

なっている O また、現在台湾以甫に棲息していて、この付近には見られないような種類にきわめて近縁

なもの、つまり熱帯要素が多く含まれていることが特徴である O この熱帯要素は相良)欝群の時代からひ

き続き、掛JII層群上部の細谷凝灰岩の時代あたりから一部消滅し、曽我層群に入ると急、にしかもほとん

どが消滅するといった変遷をたどっている O この貝化石群の変遷からこの地方の上部新第三系は湯日階、

遠江階、周智階、結縁寺階、油山寺踏の 5つの stageに区分され、鮮新世一一洪積世の境界は、熱帯要

の消滅する曽我層群基底(油山寺階基成)に置くのが適当だとする考えがある (TSUCHL 1961; 

1969)0 

3.捧J11 

の掛JII地方における化石部遊性有孔虫群による

加藤 (1972)によってなされている O

の研究は、尾田 (1971)、両角 (1972)、
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えられ、

んだ、C

とて沖合いの

れる南部地域

b のにあたっては

したがっ

ら上部にあたるには

むことになる{立へ、

GZobigeγ一9 は GZobigeγz九α出でき

。γbuア乙丸α治~ 3 GZobige γ ~n~t α が 11inoides 

が 2GZoboq ぉ α d γ ~naiJ~ 1 SpA αG γoidineZZ α カミ 2

で、とPuZZeniαt L nα ヵ~ 13 GZobo γo t αZ i α 

GZ 0 b i -るものは、このうち、なる O計約 42
500 GZobi γube γ GZobige γ inoides buZZoid s ge γ ~nα 

PuZZe Zαt α GZo βoγotαZ i α ge γ ~n~t α gZutinαt α 

の小笠山沖も

中の浮遊性有子し虫群と比較し

を除いて掛川地方

これを、があげられる Oのグノレーn~ α t~nα 

の40m'""--235m 

i nf Zαt α GZobo γo t αZ ~ α てみると、

とこまれていた O中にも、すべて

とされるられる、に辻、掛)11 地方にろが現世

iま守 u~η， queZobα ιZobige γ~ rるαpαCんydermα，GZ 0 b i 9 eγz η，α 

出頻度buZZoidesもGZobige γ ~n α さらに、まれていない O Om 

にかけこのことは、掛川地方新第三系上部からが低かった。

じか、したときて

2関えられる O多少低かったのではないかと

とされるではると、もう少し詳しくところで、

K 74018の油山寺階中頃まで続き、ここ

に減少している O また、同じ熱帯種とされる GZob 乙タ 8γ ~noides

も油山寺~豊中頃から減少する O 一方、寒流系に

b μ Zoidesは各地点とも検出できたが、

からK74007 出は、PuZZe九乙 αt~ nαグノレープの

くなり、

saccu-cuαdγiZob αtus から

GZobigerinα pacんydeγmαや

の GZobige γ ~n α

くZ if eγ 

?μ ~nq μeZob αはもう 1GZobige γz九 α

から海水温が低ると、油山寺階のこの点からに増加している OK74018の油山寺増中部から

t γμ 九 Cα tuZ~ 

にあたってい

西村 (1974)によ

えられている ιZoboγo t αZiα 

になるが、両角 (1972)、

される O

の境界を決める指標の 1っと

九 oi d e sの最初の出現は、綿谷凝灰岩躍付近の K74007地点で、これは

るO この地点は従来言われているものより多少下位の

って指摘された麗準とほぼ同じである O

下したのではないかと

と次に、

きから右巻きに変化するといEven t PuZZe九乙 αt~ nαクゃループの巻きの方向が Olduvaiまた、

い、今回の全地点の試料に Pμμ n~at~na クソレープが含まれうHAYSら(1969)の報告があるが、

プの巻きの変化について

より複雑な巻きの変化が

これについても調べてみた O この地域の PuZZeniαt~九 α グノレ

西村 (1974)の報告があるが、今回調べてみると、

ていたので、

K74003まではすべて右巻き、

すなわち油山寺階の基底で再びすべて右

しかし、 K74004から K74015の間は

は、すでに加藤 (1972)、

見られた。すなわち、五官済凝灰岩層の註下の K74001の地点から、

K 74004から K74015までは左巻きのものが多く、

巻きに変化し、上位の地層まで完全に右巻きの状態が続いた歯
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き であるが、この間に きの個体が 30%以上もまじる地点がはさまれていた O

したがって、掛川地方南部においては、 Globorotαμαtγuncαtuμ 九 oidesの とPull

ent αt t nαグループの きから きに変化する とは一致しないことになる O

以上のことから考えて見ると、この地方の と第四紀の境界については、 Globoγotal刊行α一

九 Cαωli九oidesの出現ということに注目すれば、結縁寺階基底付近となるし、 Pμ le川 αtt na グル

ープの巻きの変化で言うならば、油山寺階基底(曽我)脅群基患〉とすることもできることになる O この

ように、いずれの層準が第三紀から第四紀の境界になるか、はっきり決めるのはむずかしいが、掛川

群結縁寺i潜から曽我層群、小笠山磯層までのどこふに境界がヲiかれることはまちがいなさそうである O

やはり、この間の詳細な動物群や横物群の変化を明らかにすることが、やがてこの問題を解決する

となると思われる O
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